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術後腸管麻痺に対するBuTDSの 効果
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   A long-acting  and activated vitamine B1, BuTDS (Tanabe) was proved to have marked 

stimulated effect of intestinal peristalsis on the intestinal electromyogram, when it is given 

intravenously during myography. In addition, administration of the drug to post-operative 

patients seemed to improve post-operative intestinal paralysis and urination. It was assumed 

that the treatment with BuTDS is useful as post-operative care in the field of urology. 

No noticeable side effect was  encountered.

1.は じ め に

泌尿器科領域においては,と くに老年患者が

多いため術後性腸麻痺に対する処置は非常に重

要である.術 後性腸麻痺に対 しては一 般 に 涜

腸,熱 気浴などのほか,ワ ゴスチグ ミン.パ ン

トテソ酸製剤などの腸蠕動充進剤の投与が行な

われている,し かしなが ら涜腸を反復して行な

うことは患者に とって苦痛であり,ま たワゴス

チ グミソのような腸蠕動尤進剤は,発 汗,顔 面

蒼白などの副作用があり,ま た腸運動を急激に

促進するため腹痛,悪 心を来たすことがある,

それゆえ,緩 徐な作用をもち,し かも持続性の

腸管蠕動賦活剤が必要となる.

従来よりVitaminBiに はコリソエステラー

ゼ活性の抑制効果があり,こ れが神経終末にお

けるアセチルコリン効果をもたらし,筋 収縮の

増強を来たす作用のあることが認め られ て き

た.こ のような観点からVB,を 腸蠕動促進剤

として使用することが考えられるが,VBIは 体

内か らの排泄が速やかで,腸 管蠕動賦活剤とし

て使用す るのは難 しかった.

しか しなが ら,最 近 田辺製 薬で開 発 さ れ た

BuTDS1}は 活 性持 続型 として 合 成 された もの「

で あ り,こ のよ うな 目的 に使用すれば良好 な結

果が期待 出来 るのではないか と考 え られ る.私

ど もは今回,田 辺製薬 より本剤の提供 を受けた

ので,ま ず本剤 の腸管嬬動 に対 す る効果を経 口

的腸管筋電図法2}で しらべた.さ らに臨床的紀

術後性麻痺,術 後 の排尿 にっいて の効果お よび

合併 症の予防効果,副 作 用の有無につ いて検討

したので,こ こに報告す る.

2.検 査 方法 および対象

1)腸 管筋電図による測定

消化管に 異常のない成人3例 を 対象に,こ れらの

対象について 腸管筋電図描記 中に,BuTDS150mg

を静注し,筋 電図上の変化を観察した .経 口的腸管筋

電図は,私 どもの考案したU-Schlinge型 環状双極導

子を使用し,所 定の方法にしたがって記録した2).こ

の際記録速度は10mm/秒 とし,時 定数は0 .1秒 とし

た.
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2)臨 床実験

i)対 象.東 北大学泌尿器科教室において 尿路に対

する手術を受けた患者11例 を対象とした.

ii)投 与法,こ れらの対象にBuTDS150mgを1

日量とし,術 後第1日 目より5日 間その日の補液に加

えて,点 滴静注した。

iii)検 査項目.上 記の検査対象について,次 の項目

を検索した.

a.術 後性腸麻痺の回復に要する時間.こ れには手

術終了後より自然排ガスがあるまで経過時間をもって

調査した.
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b.術 後尿意を催すまでの経過時間および自然排尿

が可能になるまでの経過時間.

c.BuTDSの 副作用の有無.

なお,原 則としてBuTDS投 与中 には他の蠕動充

進剤を併用しなかったが,術 後4日 目に排ガスのない

ときには他の蠕動充進剤の投与および洗腸 を 行 な っ

た。

3.実 験 成 績

1)腸 管筋電図上の変化

BuTDS投 与前には,い ずれの場合も図1に みら
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図1BuTDSの 経 口的腸管筋電図におよぼす影響

れるように,と きお り散発するSpikeが み られるだ

けであった.と ころがBuTDS150mg静 注後30～60

秒す るとBurst状 にSpikeが 発生するようになっ

た.そ してこのSpike-burstは 投与後5～6分 前後

で最も著明に発生し,ほ ぼ20～30分 間持続した.

2)臨 床実験

a術 後性腸麻痺に対する効果

全身麻酔により手術を行なった4例 では,術 後腸運

動を自覚するまでの経過時間は3～46時 間であり,ま

た自然排ガスが起るまでの時間は4時 間30分 ～68時 間

であった.

つぎに腰椎麻酔で手術を行なった7例 では手術終了

後より腸運動を自覚するまでの時間は5～20時 間であ

り,自 然排ガスは術後7～50時 間の間に起った.

なおいずれの症例でも排ガスは自然に起 り,腹 部膨

満で苦しむことがなかったから,そ の効果は充分あっ

たものと思われる.

b.術 後の排尿に対する影響

今回検査した11例 のうち,5例 は尿路変 更 また は

Nelatonカ テーテルの留置が必要であったので除外

した.し たがって残 りの6例 についてみると,手 術終

了後より尿意を催すまでの時間は5時 間10分 より9時

間30分 までであり,ま た自然排尿が起るまでの時間は

4時 間より53時間までであ り,腸 麻痺と同様に術後の

自然排尿に有効であろうと考えられた.

c.副 作用

本剤投与後,な んら副作用をみず,ま たVB1製 剤

の多 くにみられる異臭はきわめて少なかった.

4.む す び

以上の結果より,BuTDSに は著明な腸蠕動

充進作用があることが腸管電図で認められた.

また術後の患者に これを使用 した場合には腸麻

痺,排 尿状態改善に有効であるの印象 を 受 け

た.し たがってBuTDSを 術後の患者管理に
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氏 名

川○よし○

佐○ 猪〇

二〇 嘉○

高○ 養○

横○ 文○

庄○ 光○

田○ 源○

阿○ 平○

鈴○ 又○

朝○ 邦○

矢○ 哲○

麻 酔
の種類

全 麻

〃

〃

〃

腰 麻

〃

〃

〃

〃

〃

〃

%
(才)

349

676

696

656

53♀

386

356

32δ

736

29δ

376

病 名

左腎孟結石症

膀胱癌

前立腺肥大症

前立腺肥大症

右遊走腎

右結核性副睾丸炎

ペロニー氏病

右精液瘤

陰爽部 レソトゲン線
潰瘍
右睾丸副睾丸炎
ベシエ氏病

外傷性尿道損傷

術 式

左腎孟切石術

膀胱全摘除術兼
両側尿管皮膚痕術

前立腺摘除術

前立腺摘除術

右腎固定術

右副聖丸摘出術

腫瘤摘除術

腫瘤摘除術

陰藪全摘除術

右除睾術
人工睾丸充墳術
尿道形成術兼
膀胱痩閉鎖術

腸運動
開始ま
での時
間

(時間)

3

46

29

32

23

5

7

6

10

7

9

自然排1騰を

客講1讐蒲
閻 間

(時 聞)(

分)
4,30

68.00

54.00

48.30

50.OO

7.00

17.OO

13.00

18.00

!O.301

23.00

(時 間)(
分)
5.10

9.30

4.00

8.30

8、00

自然排
尿まで
の時間

8.30

(時間)

術 後

発 熱

(分)
6。20有

〃

53.00

4.00

8.30

8.00

18.OO

〃

〃

〃

無

〃

有

〃

無

有

副作用

無

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

使用 する ことは有意義であろ うと思 われ る.

(御指導,御 校閲下さった恩師宍戸教授に深く感謝

する)
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